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島根県斐伊川におけるチフチャフの初標識記録

脇 坂 英 弥

FlrStBandingRecordofChiffchaffPhyuoscoれscoHyblta
atHilkawaRIVer.SirTnnePrefecture.

HideyalVAKISAKA

チフチャフ PhyHoscoPtLSCOHybttaは主にヨーロッパから束シベリアにかけての-FIで繁如し,

南ヨーロッパからアフリカ中北部.インドまで越冬する(CranlpalldBrooks1992).Sevnsson(1992)

によれは本性の亜種は P.C.couybtla,abtet17tllS.tTISHS,loT･e7tZu,SITLdl(】TLtLSに分かれており,

このうちウラル地方以来で繁殖する亜種 trlSLISは.他の亜種とは地理的に隔世されている (HeLbib

eta1 1996).日本ては.1997年日月3日に石川県舶倉島で大西敏一氏によりはじめて本種が観察さ

れ (森岡 1998).この個体は亜種 tnsttsと判別されている (大西敏一 私信).

雑音は1998年4月11B.島根県平田市斐伊川(350 26′N,1320 52'E,標高Om)においてバンデ

ィングを行った際,チフチャフ亜種 trlStlS(性不FJ7.成島)を日本で初めて標識放鳥したので報告

する.なお.本棟は山階島野i研究所標識研究室に写Hにより同定していただいた.

調査地は.宍道湖の西岸に位置する斐伊川河口部の左岸河川敷で.ヨシ phragmteSmStTaLIS群

落内に樹高2･-3mほどのクチャナギ SaLIXSubfragthAs群落が点在し.ところところにススキ 〟1-

scalLttLuSStTLeTtSIS,オギ ,VISCaTLLhtLSSaCCrLarZfLorus,セイタカ7ワダチリウ SoH血goaulSSlm

などが混生している低温性の自然環境が広がっている.ここでの標識調査ではウグイス CeHtadlp-

ho7le,ンマセンニュウ LoctESleHaochotennsIS.コヨシキリ Acγoce的ahLSbistrlglCet)S,オオ

ヨシキリAcr(光et)IuLusam7td17uCetLS,カシラダカ EqLber12nTVStlCa,オオジュリンEnLberlZaSC-

T10eTuC工1LSなどが比較的よく捕獲されている カスミ網はATX (36メッソユ×12m)3枚とCTX

(61メッソユ×)2m日 放.HTX (30メッi/ユ×】2m)1枚の計5枚を連続して地上から高さ0.3-

2.0mの梅園で設置した チフチャフは午前6時30分頃にATXの下から2段目の棚で捕獲された.

恐らくヨシや掛 こ潜みながら移動していたものと思われる_

テフチ十フは上面が灰褐色で.特に後項から額即にかけては灰色味が強く,不明瞭な翼帯が見られ

た.下面は白色で肘伽から弘にかけては73いパフ色を帯びていた.また上塀,下堺.ふ杜がともに黒

色であるところは.他のムンクイ類にない長大の特徴といえる (図1).盾斑は白く明取であったが,

揺鍬 まややばやけていた CraLnPandBrooks(1992)は.亜種 trtsttsは上面にオリーブ色がないか.

あってもごくわずかだと延べており.このことから本個体は亜種 trtsttsと考えられる 性別は不明

であった 年齢は頭骨に兼含気化部分が確認されなかったことから成鳥と判別した.しかし.捕獲が

キーワード チフチャフ.PTtyHoscoかlSCOuybtLa.日本初標識記録.斐伊川

KeyWords Chiffchaff.PTlyuOSCOかlSCOHybtta,Firstbandlngrecord.HHkawaRIVer



57

図 1 島根県斐伊川で捕獲されたチフチャフ PhJ･uOSCObtLSCOuybHatrtstlSの

全身と脚部 (1998年 4月11日).

Flg I.BcdyandlegsofChlffchaffPhyuoscot)tisCOuybHatTISHShanded

atHilkawaRIVer.Shl【凪nePrefectureonllAprlt1998.

4月なので確実に成鳥であったかどうか不明である.測定ALは自然果長56.1mm,尾長18.7n I[.煮出

萌峰長9,8m.ふ挺長44.0mであった_

チフチャフは.1997年11月のIl倉島,1998年 4月の斐伊川と立て続けに迷行してきたことから,少

数が日本海側を中心に通過していると考えられる.しかしムジセッカ PhyuoscoかlSfuscahLSなどの

類似種と混同され,見逃されているケースが多いのかもしれない 今後.横幕記録および標識記録が

増えることを期待する.
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最後になったが.本誌への投稿を薦めてくださった山階鳥類研究所の茂EE]良光氏.チフチャフの観

察記録について救示してくださった日本野鳥の会大阪支部の大西敏一氏に心よりお礼申し上げたい

SUMMARY

ThcrtrsLbandlngrecordforChlrrCharrPhyLLoscopLscoLlybLLainJapanoccurred

onAprllll.1998attheHiikaWaRiver.ShlmanePrefecture,JapanSeasideof

westernHonshu.ChLrfchaffbreedmainlyfrom Europeto easternSlberia,and

wlnterform SOuthernEuropeabdnorLh-centralAfrlCaLolnd18 FIVeSubspecleS

arcrecogn)zed,wLthP cLnsLIsbelngtheonlyonethatbreedseastortheUral

MountalnS,and thus LhoughLLo be geographlCal】y )solaLed lrom いIe Other

subspecies. TherlrStObservationrecordorChLrrChaff(identlrledassubspecies

LnsILs)lnJapanwasatlshlkawa PrerecLure,centralHonshu,in 1997. These

recordssuggested thatChlrrChafr,subspecicsLnstisoccaslOnalJy wander )nLo

Japan
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